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研究背景 

現代社会において、メタボリックシンドロームに由来する生活習慣病は増加傾向にあり、

これらを予防または改善することは健康に生きる上で避けては通れない課題となっている。

本研究では、糖尿病などの生活習慣病や、がん、神経変性をはじめとする数々の疾患と、

また細胞老化による疾病を予防・改善する物質として、Aという天然物質に着目した。 

 

本年度の研究成果 

マウスに物質Ａを与え、血漿中パラメーター測定とリアルタイム PCR 法による RNA 定

量解析を実施した。物質Ａを投与したマウスでは、メタボリックシンドロームの改善作用

が観察された。また各臓器においてのリアルタイムＰＣＲによる遺伝子発現解析結果から

も同様に、メタボリックシンドロームの改善作用を示す結果が確認できた。本研究の結果

から、物質Ａはメタボリックシンドロームを予防、改善し、生活習慣病をはじめとする様々

な代謝疾患に有効である可能性が示唆された。 
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